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ターゲット（TGT） 
年末商戦に向けてドライブ・アップサービス、オー

ダーピックアップなど非接触型サービスの要員倍増 

 
 

 
 

フィリップ証券株式会社 
ニューヨーク| 大規模小売店 | 業績フォロー  

BLOOMBERG TGT:US | REUTERS TGT 

 2021/1期2Q（5-7月）は、売上高が前年同期比24.7％増の229.8億USD、純

利益が同80.2％増の16.9億USD。既存店売上高が同24.3％増と伸びた。 

 コロナ禍に伴う不透明要因が残るなか、今期の新規出店を30店舗近く

とし130店舗のリニューアル方針。8月も前年同月比2桁の増収率と好調。 

 年末商戦に向け、ネット注文・店舗受取りなどの非接触型サービス向けの

従業員倍増を発表。デジタル販売の伸びが成長継続の鍵となろう。 

 

What is the news? 

8/19発表の2021/1期2Q（5-7月）は、売上高が前年同期比24.7％増の229.8

億USD、純利益が同80.2％増の16.9億USDだった。既存店売上高が同24.3％増

と前四半期の同10.8％増から加速し、四半期ベースで過去最大の伸び率となっ

た。買い物回数（トランザクション）が同4.6％増となり、買い物1回当たりの平均

単価が同18.8％増となったことが増収に寄与。デジタル販売チャネルが同3.0倍

の増収（39.53億USD）となった。また、既存店売上高の増収率（同24.3％）のう

ち、デジタル販売の寄与度が約55％を占め、実店舗を上回った。デジタル販売

チャネルの売上構成比が前年同期の7.3％から17.2％に上昇したこと、および

販管費の増加率が同14.0％増にとどまったことが最終利益を押し上げた。 
 

How do we view this?  

コロナ禍の影響が不透明であるとして 2021/1 通期会社計画の公表を見送っ

た。同社 CEO は、コロナ禍の動向、失業率上昇に伴う経済失速、政府の経済対

策など不確定要素が多いと指摘しながらも今期の新規出店は 30 店舗近くとし、

130 店舗のリニューアルの方針を示している。今年 8 月に入っても前年同月比

2 桁の増収率と好調を持続しており、7 月末で失業給付上乗せが期限切れとな

った影響も軽微にとどまる模様だ。 

同社はデジタル販売チャネルへの取組みで同業のウォルマートに遅れを取

っていたが、7 月末時点の全 1,871 店舗のうち、即日配送やネット注文・店舗受

け取りサービスを約 1,500 店舗に広げている。即日配送やネット注文・店舗受け

取りサービスは同 3.7 倍の増収となり、デジタル販売が加速。内訳をみると、車

に乗ったまま商品を受け取る「ドライブ・アップサービス」が前年同期比 8 倍とな

ったほか、店舗受取りサービスである「オーダー・ピックアップ」が同 60％増、子

会社の Shipt が手掛ける「同日配送サービス」が同 4.5 倍と伸びた。デジタル販

売は、ネットで注文して駐車場で受け取るシステムの導入などが奏功し、5-7 月

の平均コストが前年同期比 30％低下。デジタル販売の売上構成比が上昇する

ことにより利益率の向上がもたらされ、利益成長率が高まりやすいと言えよう。 

同社は9/24、年末商戦に向けて、ドライブ・アップサービス、オーダーピックア

ップなどの非接触型サービス向け従業員を倍増するほか、流通センターの従業

員を増強すると発表した。デジタル販売の伸びが更なる成長継続の鍵となろう。 
 

 

 

業績推移 ※参考レート　1USD=105.17円

事業年度 2018/6 2019/6 2020/6 2021/6F 2022/6F

売上高(百万USD) 72,714 75,356 78,112 87,322 86,832

当期利益(百万USD) 2,914 2,937 3,281 3,618 3,779

EPS(USD) 5.29 5.51 6.36 7.23 7.78

PER（倍） 31.00 29.76 25.78 22.68 21.08

BPS(USD) 21.51 21.82 23.47 26.66 27.89

PBR（倍） 7.62 7.51 6.99 6.15 5.88

配当(USD) 2.46 2.54 2.62 2.70 2.93

配当利回り（%） 1.50 1.55 1.60 1.65 1.79

　　（出所：Bloombergをもとにフィリップ証券作成、F=予想はBloomberg）
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企業価値=EV(百万USD)

3ヵ月平均売買代金(百万USD)

主要株主（2020/10）     （％）

1.VANGUARD GROUP 8.91

2.ステート・ストリート 8.04

3.ﾌﾞﾗｯｸﾛｯｸ 7.09
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2.70 （予想はBloomberg）

163.97 2020/10/14

                （出所:Bloombergをもとにフィリップ証券作成）

リサーチ部

　1902年にミネアポリスで創業後。1967年にターゲット社

として設立。米国で大型ディスカウントストアチェーン

「ターゲット」と「スーパー・ターゲット」を展開。「赤い的

（Bullseye）」のブランドマークで知られる。2020年7月末、

1,871店舗を展開。

   「ターゲット」は家電、衣類、キッチン用品などの生活

用品のほか、非生鮮食料品を取り扱う。その一方、「スー

パー・ターゲット」は生鮮食品を含む食料品を始め、生活

用品を取り扱う。

　　近年、オンラインのデジタル販売に注力。同社のデジ

タル販売は、ドライブ・アップサービス（車に乗ったまま商

品を受け取る）、ネットで注文して店舗で受け取るサービ

ス（オーダー・ピックアップ）、子会社のShiptによる配送

サービスでネットで注文した日に配送される同日配送

サービス（Shipt）などがある。
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